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※ご希室の方には、お写真を差し上げますのでオ上務所へおヤし出下さい。

春季例夫祭 g司′几詞奏上

担ぎ手の皆様 拝殿前で記念撮影 (4月 6日 )

春

季

例

人

祭

の

斉

行

四
月
五
日

（土
）

・
六
日

（日
）
の
ニ
ロ
間
に
重
り
、
例
人
祭

及
び
諸
祭
儀

・
神
脈
行
事
が
滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
日
は
、
例
人
祭
が
恙
無
く
斉
行
さ
れ
る
よ
う
お
祈
り
す
る
ユ則

日
祭
を
斉
行
し
、
終
了
後
に
は
民
子
崇
敬
会
の
芥
足
に
伴
い
委
嘱

次
の
掟
与
式
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
午
後
口
時
よ
り
罪
や
械

れ

。
邪
気
を
薇
う
と
さ
れ
る
御
弓
神
事
を
執
り
行
い
翌
日
の
例
大

祭
に
備
え
ま
し
た
。

六
日
、
午
ユ円
た
時
二
十
分
よ
り
の
例
人
祭
に
は
、
衆
議
院
議
ロス

ヤ
谷
真

一
様
を
始
め
参
議
院
議
口只
森
屋
宏
様
、
水ヽ
丼
学
様
、
甲
府

市
長
樋
口
雄

一
様
な
ど
大
勢
の
皆
様
の
ご
参
列
を
賜
り
、
厳
粛
ユ

つ
盛
大
な
に
斉
行
い
た
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
午
前
八
時
よ
り
御
幸
祭
を
執
り
行
い
人
神
様
の
御

分
霊
を
神
興
に
お
逍
し
し
、
卑
輌
に
て
氏
子
内
を
巡
行
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
午
後
二
時
よ
り
は
、
民
子
内
外
よ
り
集
ま

っ
た
約

六
十
名
が
紅
お
し
ろ
い
に
長
じ
ゅ
ば
ん
、
白
い
足
袋
と
い
う
女
性

の
格
好
で
沖
典
を
担
ぎ
、
民
子
地
域
を
練
り
歩
き
、
御
ネ
所
ご
と

に
地
域
の
安
寧
と
繁
栄
を
祈
る
祭
典
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

一
方
、
境
内
の
一井
台
で
は
マ
川
弁
シ
ン
ガ
ー
原
口
喜
照
さ
ん
の

総
合
Ｍ
Ｃ
の
も
と
、
わ
太
鼓
や
雅
楽
の
演
奏
、
お
菓
子
撒
き
や
ビ

ン
ゴ
大
会
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
、
終
日
多
く
の
参
拝
考
で

脈
わ
い
ま
し
た
。

民
子
崇
敬
会
分
足
後
、
初ヽ
め
て
の
例
大
祭
と
な
り
ま
し
た
が
入

候
に
も
恙
ま
れ
無
事
滞
り
な
く
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
ぶ
よ
り
成
謝ヽ
申
し
上
げ
ま
す
。

荒川ニッ水門付近で水防祭の斎行

うじがみさま


